
第６師団

師 団 長
統率方針

任
務
完
遂

陸上自衛隊 第６師団広報紙 や ま な み 令和４年１２月号

令
和
４
年
度

師
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
帰
還
式

第
６
師
団

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
12
月
４
日
、
第
44
普

通
科
連
隊
長
（
湯
舟
１
佐
）
を

担
任
官
と
し
た
「
令
和
４
年
度

師
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
集
合
教
育
」

の
帰
還
式
を
福
島
駐
屯
地
に
お

い
て
実
施
し
ま
し
た
。

基
礎
訓
練
、
各
種
想
定
訓
練

等
、
多
く
の
試
練
を
乗
り
越
え

た
７
名
の
隊
員
は
、
最
終
想
定

第１８回 第６師団音楽まつり

令和５年２月下旬 開催予定

第
６
師
団(
師
団
長

鬼
頭
陸
将)

は
、
11
月
23
日

(

水
・
祝)

天
童
市
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
「
第
47

回
第
６
音
楽
隊
定
期
演
奏
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第４７回第６音楽隊定期演奏会

11
月
23
日
に
実
施
さ
れ
た

「
第
47
回
第
６
音
楽
隊
定
期
演

奏
会
」
に
お
い
て
、
第
６
音
楽

隊
は
、
隊
長
（
濱
中
２
尉
）
の

指
揮
の
も
と
、
行
進
曲
「
故
郷

の
想
い
出
」
か
ら
始
ま
り
、
山

形
を
題
材
と
し
た
「
悠
遠
の
羇

旅
～
芭
蕉
の
歩
い
た
出
羽
路
」

「
イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス
ト
の
風
景

」
交
響
組
曲
「
シ
ネ
マ
・
ト
リ

ロ
ジ
ー

～
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
～
」
な
ど
の

楽
曲
を
、
隊
員
一
人
ひ
と
り
が

心
を
込
め
て
演
奏
を
実
施
し
ま

し
た
。

会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
留

意
し
た
な
か
で
、
ほ
ぼ
満
員
の

約
１
１
０
０
名
の
観
衆
が
訪
れ
、

ホ
ー
ル
に
響
き
渡
る
音
楽
隊
の

美
し
い
演
奏
に
魅
了
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

す
べ
て
の
演
奏
が
終
わ
っ
て

も
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
溢
れ
、
濱
中
隊
長

は
た
く
さ
ん
の
拍
手
に
ア
ン
コ

ー
ル
「
陸
軍
分
列
行
進
曲
」
で

応
え
、
演
奏
会
は
大
盛
況
の
な

か
終
了
し
ま
し
た
。

来
場
し
た
方
々
か
ら
は
、

「
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
「
感
動

し
ま
し
た
」
「
ま
た
来
年
も
見

に
来
た
い
」
な
ど
賞
賛
の
言
葉

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

を
無
事
完
遂
し
、
隊
員
家
族
、

各
自
衛
隊
協
力
会
等
の
方
々
、

そ
し
て
駐
屯
地
全
隊
員
及
び
部

隊
長
等
が
出
迎
え
る
中
、
連
隊

長
に
対
し
て
任
務
完
遂
に
伴
う

帰
還
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

帰
還
式
に
お
い
て
湯
舟
連
隊

長
は
「
こ
れ
ま
で
の
労
を
多
と

す
る
と
と
も
に
、
レ
ン
ジ
ャ
ー

隊
員
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
す

る
。
」
と
訓
示
を
述
べ
、
一
人

ひ
と
り
に
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
を

授
与
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
訓
練
を
終
え
た
レ

ン
ジ
ャ
ー
隊
員
の
顔
は
、
晴
れ

て
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
に
成
る
こ

と
が
で
き
た
充
実
感
と
家
族
と

の
再
会
の
安
堵
感
に
満
ち
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

第
６
施
設
大
隊
（
大
隊
長

日
野
２
佐
）
は
、
令
和
４
年
11

月
18
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、

白
河
布
引
山
演
習
場(

福
島
県)

に
お
い
て
「
令
和
４
年
度
第
４

次
大
隊
野
営
」
を
実
施
し
ま
し

た
。第

1
中
隊
（
中
隊
長

外
波

１
尉
）
は
、
対
戦
車
火
器
射
撃

を
担
任
し
、
大
隊
保
有
の
部
隊

装
備
火
器
射
撃
練
度
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各

中
隊
か
ら
の
集
成
し
た
射
手
に

よ
り
84
㎜
無
反
動
砲
及
び
１
１

０
㎜
個
人
携
帯
対
戦
車
弾
（
Ｌ

Ａ
Ｍ
）
の
縮
射
弾
射
撃
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
際
、
射
撃
予
習
等
準
備

を
万
全
に
し
、
整
斉
と
射
撃
訓

練
を
実
施
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

射
撃
成
果
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、

任
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

ま
た
、
本
部
管
理
中
隊
（
中

隊
長

小
林
１
尉
）
は
、
５
月

か
ら
実
施
し
て
い
る
架
橋
訓
練

場
改
修
工
事
を
担
任
・
実
施
し

ま
し
た
。

大
隊
が
保
有
す
る
０
７
式
機
動

支
援
橋
を
架
設
可
能
に
す
る

大
規
模
な
工
事
で
あ
り
、
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
に
よ
る
切
土
及
び
法

面
成
形
を
す
る
と
と
も
に
、
第

３
１
２
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
（
船

岡
駐
屯
地
）
の
支
援
を
受
け
、

運
土
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
大
規
模
な
工
事
も
、
今

年
度
計
画
さ
れ
た
最
後
の
工
事

と
な
り
、
大
隊
で
運
土
し
た
総

量
は
約
１
８
，
０
０
０
㎥
と
な

り
ま
し
た
。
演
習
場
の
機
能
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
次
年

度
の
早
期
完
成
に
資
す
る
整
備

を
実
施
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
施
設
技
術
能
力
の

更
な
る
向
上
に
努
め
、
師
団
全

般
の
施
設
支
援
を
実
施
で
き
る

よ
う
日
々
演
錬
し
て
い
き
ま
す
。

８４ m m 無反動砲射撃

切土作業

１１０ m m 個人携帯
対戦車弾縮射弾射撃

法面成形作業

第
６
通
信
大
隊
（
大
隊
長

髙
原
２
佐
）
は
、
12
月
１
日
神

町
駐
屯
地
内
に
お
い
て
「
令
和

４
年
度
第
６
通
信
大
隊
武
装
走

競
技
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

本
競
技
会
は
障
害
走
を
含
め

た
３
ｋ
ｍ
走
と
、
団
体
走
の
部

（
４
人
１
組
）
を
中
隊
ご
と
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
し
ま

し
た
。

競
技
会
当
日
は
、
寒
空
の
中

を
各
中
隊
は
こ
れ
ま
で
の
練
成

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
べ
く

「
自
己
ベ
ス
ト
の
更
新
」
「
中

隊
の
名
誉
」
を
懸
け
限
界
ま
で

挑
み
ま
し
た
。

各
中
隊
は
中
隊
長
を
核
心
と

し
て
、
隊
員
の
基
礎
体
力
を
向

上
さ
せ
る
と
共
に
部
隊
の
団
結

の
強
化
を
図
り
そ
れ
ぞ
れ
短
期

間
に
集
中
し
た
練
成
を
積
み
重

ね
、
み
な
ぎ
る
体
力
・
気
力
で

大
会
に
臨
み
、
団
体
総
合
優
勝
、

個
人
総
合
及
び
40
歳
か
ら
50
歳

の
部
、
女
性
自
衛
官
の
部
と
そ

れ
ぞ
れ
競
い
合
い
ま
し
た
。 令

和
４
年
度
武
装
走
競
技
会

第
６
通
信
大
隊

低 鉄 条 網

団
体
走
・
個
人
走
の
部
と
共

に
女
性
自
衛
官
の
活
躍
も
あ
り
、

団
体
走
の
部
で
は
各
中
隊
グ
ル

ー
プ
の
戦
略
に
工
夫
が
見
ら
れ
、

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
新
人
ま
で
の
幅

広
い
活
躍
に
力
の
こ
も
っ
た
応

援
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
団
体
総
合
優
勝
で

第
１
中
隊
が
２
連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。

個
人
の
部
で
は
本
管
中
隊
粟

野
２
曹
が
総
合
１
位
、
40
歳
～

50
歳
の
部
で
は
、
第
２
中
隊

山
田
２
曹
が
、
女
性
自
衛
官
の

部
で
は
10
月
に
部
隊
配
属
に
な

っ
た
ば
か
り
の
石
川
２
士
が
そ

れ
ぞ
れ
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

丸 太 越 え

激走する大隊長


